
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※2025年6月30日の値を100として指数化

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

明治安田アセットマネジメント株式会社　金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第405号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加入協会：一般社団法人資産運用業協会

FTSE世界国債インデックスの推移
（期間：2025年6月30日～2026年7月10日）

0.22

2.40% 12.77%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202607_outlook.pdf
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FTSE世界国債インデックス

除く日本、円ベース(騰落率）
688.19 0.05% 0.73%

10年国債利回り（米国、％）

（変動幅）
4.56 0.08 0.02 0.40

外国債券見通し

マーケットの動き（2026年7月6日～7月10日） 主要国国債利回りの推移
（期間：2025年6月30日～2026年7月10日）

先週の米国国債市場は、前週末比で金利は上昇しました（債券価格は下落）。

中東情勢の緊迫化に伴う原油価格の上昇を受け、インフレ懸念が高まったことなどに

より債券は売られました。一方で、8日の10年債入札および９日の30年債入札が堅調

な結果と受け止められたことは相場の支えとなりました。

欧州国債市場は、前週末比で金利は上昇しました（債券価格は下落）。

情報提供資料

2026年7月13日

投資環境見通し（2026年7月）

変動幅（騰落率）

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
7月10日

長期金利は、米国、欧州（ドイツ）ともにレンジ内で推移

米国：インフレが警戒され、FRB（米国連邦準備制度理事会）による年内の利上げ観測が広がる

一方、減税効果一巡後は景気が減速する可能性もあります。長期金利はレンジ内で推移するとみ

ています。

欧州：ECB（欧州中央銀行）はインフレ圧力の高まりを理由に利上げを決定し、その後もインフ

レの高止まりを指摘する要人発言が相次いでいます。一方、これまでの原油高による消費者心理

の悪化もあり、ドイツ長期金利は米国長期金利と同様にレンジ内で推移するとみています。
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